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質疑応答 
 
質問者① IHI エアロスペース 荒船様 

ラティス構造についてのお伺いです。ラティス構造の単位の形状や大きさはどのように設

計するのでしょうか。 

 

発表者 

発表資料の p16 右側に既存のテストベッドを示しております。このフェーズにおいては、

まずはイプシロンの B3PL という既存のテストベッドが物としてあったため、こちらのグリ

ットは特に最適化をしておりません。リーズナブルなサイズかつダミー機器に取り付ける

ことが出来るという観点からグリットをこの形状で作成しました。最適化というのはこれ

からの課題であると考えています。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 福添様 

制振機構の部分においてですが、イプシロン立ち上げ当初は制約があったかと認識してい

ます。具体的には、今回 20％低減ということで設計されたということですが、機体側の制

御系の話で、機体を柔らかくし過ぎると機体全体が制御できなくなるという制約があった

と思います。その点についてお話しいただける内容をお持ちでしたら、ご教示願います。 

 

発表者 

はい、ご指摘の通りで、この点については私よりも福添様の方が詳しいかも知れないです

が、ご回答させていただきます。 

制御系の話で、機体のモードに近づいてくると、当然衛星とカップリングするため、あま

り下げられるというものではございません。それから、変位も大きくなるため、動的なク

リアランスという観点でも、完全にフリーに使えるわけではないと思っています。午前中

の百束様の話にもあったと思いますが、一次元のモデルとしてできるところで簡単に考え

ましたが、実機に適用するのであればもう少し考えらければならないと理解しています。 
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質問者③ 日本電気 緒方様 

低衝撃分離機構については JAXA さんが開発されているということで、今回その結果を

報告していただけて、我々衛星メーカとしては非常にありがたいと思っています。イプシ

ロンロケットについては 3 号機からの採用ということですが、H-2A についての計画につい

てお伺いしたいと思っています。 

 

発表者 

H-2A の採用については、まだ具体的な衛星名を教えることはできませんが、適用に向けて

調整を進めています。実際、実証ではありますが、一機を宇宙空間で実証したということ

で、課題であった実証性の有無について、実証データを用いて、適用できる衛星と調整を

進めております。計画については、まだ申し上げられないという状況です。 

 

 

質問者④ 三菱重工業 河野様 

先ほどご質問いただいた件と絡めて、PR という形になるのですが、打ち上げサービスから

も質問というかコメントをさせていただきます。ご講演にもあった通り、低衝撃 PAF とい

うのは、衛星にとっても非常にメリットがあるということですので、我々としても適用に

向けて道を探っていくという立場をとり、実績を重ねて、お客様への信頼性を上げていき

たいと思っています。そのためにも、例えば小型衛星の PAF にこちらの機構を転用して、

それを含めて実績を重ねていけると良いと思っています。一般的な 1194 くらいの径に対し

て、JAXA さんの方で概要開発を進められてきているという背景があり、239 という小型衛

星にも使えて実績を重ねていけるかということも含めてご回答いただけると幸いです。 

 

発表者 

はい、ありがとうございます。小型衛星の PAF は 239Ｍという火工品であり、これに適用し

ようという検討はしたことがありますが、正直申し上げるとサイズがぴったりはまらず、

既存のものをそのまま転用するのは難しいというところまで検討したことはあります。た

だし、50 ㎏級の衛星であるとかもう少し大きな衛星に関しては、適用に向けて内々で動い

ているため、実績を重ねていきたいと思っています。 
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